第３回農業委員会総会議事録
１　招集日　　　　　　　平成27年８月５日（水）
２　開会日時及び場所
　　　　　　　　　　　　平成27年８月５日（水）　　午後１時５３分
　　　　　　　　　　　　ふるさと会館　研修室１
３　閉会日時　　　　　　平成27年８月５日（水）　　午後４時５９分
４　委員氏名
　 (1)出席者（35名）

　　　１番　水口　正好　　２番　三浦　憲二　　３番　大島　忠保　　４番　渡部　　篤

　　　５番　松永　　一　　６番　中川　實美　　８番　本田　岩勝　　９番　林田　　剛

　　　10番　横田　晴喜　　11番　小田　孝明　　12番　宮本　俊治　　13番　井上　　茂

　　　14番　吉田　良一　　15番　平野　利光　　16番　森﨑　茂德　　17番　草野　英治

　　　18番　内田　弘幸　　19番　東　　康敬　　20番　岩永　　篤　　21番　鶴﨑　　進

　　　22番　徳永　玉義　　23番　池田　兼三　　24番　草野　　定　　25番　峯　　辰志

　　　26番　林田　政利　　27番　大久保信一　　28番　田浦　則利　　29番　熊辻　　篤

　　　30番　林田　　勲　　31番　松尾　茂敏　　32番　鵜殿　徳康　　33番　渡邉　茂徳

　　　34番　馬場　　保　　35番　小筏　正治　　36番　川内　幸徳

　 (2)欠席者（１名）

　　　７番　渡辺　勝美　　
５　議事に参与した者

　　　　　　　　市　　長　　　　　金澤秀三郎

　　　農業委員会事務局長　　　　　秋山　勝也

　　　　　　　　参　　事　　　　　清水　友秀

　　　　　　　　課長補佐　　　　　増冨　浩彦

　　　　　　　　主　　査　　　　　松田　陽子

　　　　　　　　主　　査　　　　　福田　智美

　　　　愛野総合支所参事　　　　　松本　洋一

　　　　小浜総合支所主査　　　　　石丸　裕憲

６　議事日程

　日程第１　臨時議長選出

　日程第２　仮議席の指定

　日程第３　総会書記の指名

　日程第４　会長の選任

　日程第５　副会長の選任

　日程第６　総会の議席指定

　日程第７　農地部会及び農政部会委員の選任（互選会）

　日程第８　会議録署名委員の指名について

　日程第９　議案第５号　雲仙市農業委員会農地部会長の選任について

　日程第10　議案第６号　雲仙市農業委員会農政部会長の選任について

　日程第11　議案第７号　雲仙市農業委員会農地部会副部会長の選任について

　日程第12　議案第８号　雲仙市農業委員会農政部会副部会長の選任について

　日程第13　議案第９号　雲仙市農業委員会の重点活動及び会議日程について

７　会議の要領及び議決事項

──────────────────────────────
午後１時53分開会

○事務局長（秋山　勝也君）  皆さん、こんにちは。定刻になりましたので、ただいまから平成２７年第３回雲仙市農業委員会総会を開会いたします。

　本日の総会の招集通知につきましては、農業委員会等に関する法律第２１条第１項に「農業委員会委員の一般選挙後、最初に行われる総会は、市長が招集する。」と規定されていることから、市長から招集通知をいたしました。

　本日の会議の進行につきましては、会長が決まりますまで事務局、私、秋山が進めさせていただきます。

　それでは、お手元に配付しております総会次第に沿って進行いたします。

　まず、総会次第２、市長挨拶、金澤市長からご挨拶をいただきます。よろしくお願いします。

○市長（金澤　秀三郎君）  皆さん、こんにちは。ご紹介いただきました雲仙市長を務めさせていただいています金澤秀三郎でございます。農業委員会委員の一般選挙後、最初の総会である平成２７年第３回雲仙市農業委員会総会の開催に当たり、一言ご挨拶申し上げます。

　本日は、大変お忙しい中、ご出席を賜り、厚くお礼申し上げます。

　委員の皆様には、日ごろから市政の推進に温かいご支援とご協力をいただくとともに、農業の振興のために、大変ご尽力を賜っておりますことに対しまして、深く感謝申し上げます。

　さて、先月末の任期満了に伴います農業委員会委員一般選挙により、地域の信任を得られた３０名の皆様におかれましては、ご当選、誠におめでとうございます。そして、専任委員として各農業関係機関及び市議会からご推薦をいただいた合計６名の皆様には、先ほど辞令を交付させていただきました。この３６名の委員の皆様によりまして、本日から雲仙市農業委員会が新たにスタートいたします。

　現在、我が国の農業を取り巻く環境は、担い手の高齢化や耕作放棄地の増加、農業所得の減少など厳しさを増しております。このような中、国は農業委員会、農業生産法人、農業協同組合、それぞれの見直しを三本柱とした農業改革を進めるため、関連する改正法案を提出し、現在国会で審議が行われております。

　この改正法案が可決されますと、農業委員会におかれましても、農業委員の選挙、選任方法の見直し、農地利用最適化推進委員の新設、都道府県農業会議、全国農業会議所制度の見直しなどの抜本的な改革が行われ、これまでに経験したことのないような変化への対応を求められることが予想されます。市といたしましても、地域農業者の代表である皆様方とともに、国や県などの動向を注視しながら、よりよい制度運営に努めてまいりたいと思います。

　全国的な農業改革に加え、雲仙市として早急に取り組まなければならない課題もございますが、本年策定いたしました雲仙市農林水産業振興計画に基づき、農業のさらなる振興を図り、地域の持つ潜在力を最大限に発揮させるため、経営基盤の強化、農業担い手育成対策、生産性向上対策、経営コスト低減対策に重点的に取り組んでまいりますので、委員の皆様のご支援をよろしくお願い申し上げます。

　結びに、委員の皆様方の今後益々のご健勝とご活躍を祈念いたしまして、挨拶といたします。今後ともどうもよろしくお願い申し上げます。

○事務局長（秋山　勝也君）  ありがとうございました。

　続きまして、総会次第３、この度の改選により、本市の農業委員に就任されました委員の皆さんをご紹介いたします。

　事務局において一人ずつお名前を読み上げますので、恐縮ですが、ご起立願いたいと思います。紹介が終わりましたら着席願います。

　それでは、まず、農業委員会等に関する法律第７条の選挙により選出をされました３０名の委員を紹介いたします。

○主査（松田　陽子君）  それでは、国見地区から順にご紹介いたします。

　国見地区、徳永玉義委員。

○委員（仮議席１番　徳永　玉義君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  渡邉茂徳委員。

○委員（仮議席２番　渡邉　茂徳君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  小筏正治委員。

○委員（仮議席３番　小筏　正治君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  中川實美委員。

○委員（仮議席４番　中川　實美君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  三浦憲二委員。

○委員（仮議席５番　三浦　憲二君）  よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  平野利光委員。

○委員（仮議席６番　平野　利光君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  吉田良一委員。

○委員（仮議席７番　吉田　良一君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  瑞穂地区、鵜殿徳康委員。

○委員（仮議席１０番　鵜殿　徳康君）  はい、よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  鶴﨑進委員。
○委員（仮議席１１番　鶴﨑　　進君）  よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  水口正好委員。

○委員（仮議席１２番　水口　正好君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  東康敬委員。

○委員（仮議席１３番　東　　康敬君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  吾妻地区、草野定委員。

○委員（仮議席１４番　草野　　定君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  熊辻篤委員。

○委員（仮議席１５番　熊辻　　篤君）  よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  馬場保委員。

○委員（仮議席１６番　馬場　　保君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  内田弘幸委員。

○委員（仮議席１７番　内田　弘幸君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  峯辰志委員。

○委員（仮議席１８番　峯　　辰志君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  愛野地区、松尾茂敏委員。

○委員（仮議席２２番　松尾　茂敏君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  大島忠保委員。

○委員（仮議席２３番　大島　忠保君）  はい。どうもよろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  千々石地区、林田政利委員。

○委員（仮議席２４番　林田　政利君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  池田兼三委員。

○委員（仮議席２５番　池田　兼三君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  田浦則利委員。

○委員（仮議席２６番　田浦　則利君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  林田剛委員。

○委員（仮議席２７番　林田　　剛君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  小浜地区、本田岩勝委員。

○委員（仮議席２９番　本田　岩勝君）  よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  森﨑茂德委員。

○委員（仮議席３０番　森﨑　茂德君）  よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  松永一委員。

○委員（仮議席３１番　松永　　一君）  よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  宮本俊治委員。

○委員（仮議席３２番　宮本　俊治君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  草野英治委員。

○委員（仮議席３３番　草野　英治君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  南串山地区、川内幸徳委員。

○委員（仮議席３４番　川内　幸徳君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  井上茂委員。

○委員（仮議席３５番　井上　　茂君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  渡部篤委員。

○委員（仮議席３６番　渡部　　篤君）  はい。よろしくお願いします。

○事務局長（秋山　勝也君）  続きまして、農業委員会等に関する法律第１２条第１号、いわゆる農業団体からの推薦により選任されました３名の委員を紹介いたします。

○主査（松田　陽子君）  山田原第２土地改良区推薦、吾妻地区、岩永篤委員です。

○委員（仮議席２０番　岩永　　篤君）  よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  島原雲仙農業協同組合推薦、吾妻地区、横田晴喜委員です。

○委員（仮議席２１番　横田　晴喜君）  よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  長崎県南農業共済組合推薦、千々石地区、林田勲委員です。

○委員（仮議席２８番　林田　　勲君）  はい。よろしくお願いします。

○事務局長（秋山　勝也君）  それでは、最後に、農業委員会等に関する法律第１２条第２号による議会推薦により選任されました３名の委員を紹介いたします。

○主査（松田　陽子君）  ご紹介いたします。

　国見地区、小田孝明委員です。

○委員（仮議席８番　小田　孝明君）  はい。よろしくお願いいたします。

○主査（松田　陽子君）  吾妻地区、大久保信一委員です。

○委員（仮議席１９番　大久保　信一君）  はい。よろしくお願いします。

○主査（松田　陽子君）  なお、国見地区、渡辺勝美委員は、本日、市議会の公務により欠席されております。

　以上です。

○事務局長（秋山　勝也君）  ご協力ありがとうございました。

　以上で、委員紹介を終わらせていただきます。

　続きまして、総会次第４、執行部及び事務局職員を紹介させていただきます。

　まず、執行部より、金澤市長に出席をしていただいております。

○市長（金澤　秀三郎君）  よろしくお願いします。

○事務局長（秋山　勝也君）  続きまして、農業委員会事務局の職員を紹介いたします。

　まず、私、農業委員会事務局長の秋山と申します。どうぞよろしくお願いします。

　次に、農地総務班班長清水参事でございます。

○参事（清水　友秀君）  清水です。よろしくお願いします。

○事務局長（秋山　勝也君）  同じく、増冨課長補佐でございます。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  増冨です。よろしくお願いします。

○事務局長（秋山　勝也君）  同じく、松田主査です。

○主査（松田　陽子君）  よろしくお願いします。

○事務局長（秋山　勝也君）  同じく、福田主査です。

○主査（福田　智美君）  よろしくお願いします。

○事務局長（秋山　勝也君）  それから、本日、愛野総合支所の担当として、松本参事です。

○参事（松本　洋一君）  松本です。よろしくお願いします。

○事務局長（秋山　勝也君）  小浜総合支所担当、石丸主査です。

○主査（石丸　裕憲君）  石丸です。よろしくお願いします。

○事務局長（秋山　勝也君）  それから、本日、ほかの支所からは、ちょっと都合により出席しておりませんけども、名前だけご紹介させていただきます。

　まず、国見支所です。黒田参事補です。

　続きまして、瑞穂支所、宮本主査です。

　千々石支所、山下参事です。

　それから、南串山支所、山本参事がいます。

　そのほか、嘱託職員で大石がおりますけども、本日は事務室におります。

　以上で、職員の紹介を終わらせていただきます。

　ここで、市長は公務のために退席をされます。ありがとうございました。

　お諮りします。一応、本日の総会次第では、ここで休憩が入っております。まあ、最初からの時間、そう経ってないんですけども予定どおり休憩を入れますか、それともこのまま継続で（「休憩」と言う者あり）じゃあ、一旦休憩を入れさせていただきます。１０分間の休憩といたします。

午後２時05分休憩

………………………………………………………………………………
午後２時14分再開

○事務局長（秋山　勝也君）  それでは、会議を再開いたします。

　本日の出席委員数は３６名中３５名で、農業委員会等に関する法律第２１条第３項の規定による過半数に達しておりますので、総会は成り立ちます。

　ただいまから議題に入らせていただきます。

　日程第１、臨時議長選出についてですが、本日の総会は改選後、初めての総会です。会長が選任されるまでの間、地方自治法第１０７条を準用いたしまして、出席委員の中で年長の委員が臨時議長の職務を行うと規定されております。

　年長の鵜殿徳康委員をご紹介いたします。

　鵜殿委員、議長席へ移動をお願いします。

〔臨時議長　鵜殿　徳康君　議長席に着く〕

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  皆さん、こんにちは。ただいまご紹介を受けました鵜殿でございます。会長が決まるまでの間、臨時議長の職務を務めさせていただきます。よろしくお願いします。それでは、座らせていただきます。

　議事の進行上、発言される場合は挙手をして、議長が指名してからマイクを通して発言されますようお願いいたします。

　また、携帯電話は音がしないようにお願いします。

　それでは、日程第２、仮議席の指定を行います。

　仮議席は、ただいま着席の議席を指定いたします。

　次に、日程第３、総会書記の指名を行います。

　総会書記は、事務局職員、松田陽子君、福田智美君の両名を指名いたします。

　次に、日程第４、会長の選任を行います。

　農業委員会等に関する法律第５条第２項に、「会長は、委員が互選した者をもって充てる」と規定されております。

　ここで、互選の方法について、事務局へ説明を求めます。

○事務局長（秋山　勝也君）  それでは、会長の互選についてご説明いたします。

　会長の互選につきましては、雲仙市農業委員会規程第５条第１項に「会長及び副会長の互選方法は、委員の単記無記名投票により行い、有効投票の最多数を得たものを当選人とする。ただし、得票数の同じ者が２人以上あるときは、くじで定める。」とあります。

　それと、第２項に「前項の規定にかかわらず、出席した委員の中に異議がないときは、前項の互選は、指名推選の方法により行うことができる。」と規定をされております。

　よって、まず投票につきましては、１つ目が、立候補を受けて、その委員を会長候補として投票する方法。

　２つ目が、全委員を会長候補として相互に投票する方法がございます。それと、推選、指名推選につきましては、まず１つ目が選考委員を選んで１名を推選する方法、２つ目が選考委員によらないで１名を推選する方法、仮に、１人立候補も含まれますので、これが複数あれば選挙になるということになるかと思います。

　以上、大きく分けて４つの方法があると考えております。

　以上です。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  それでは、ここでお諮りをいたします。

　会長の選任方法について、まず、投票するほうがよいか、指名推選するほうがよいか、ご発言をお願いします。はい。馬場委員、どうぞ。

○委員（仮議席１６番　馬場　　保君）  １６番の馬場ですけど、先ほど事務局からも説明がありましたが、各町から選考委員を１人ずつ出していただいて、その中で会長さんを決めていただければいかがかなと思いますけど、私の意見です。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  はい、どうもありがとうございました。

　ほかにありませんか。はい、大久保委員どうぞ。

○委員（仮議席１９番　大久保　信一君）  １９番、大久保です。ただいま各町より選考委員を出してという話もありました。その前に、やっぱりこれには会長に立候補される方が何人おられるのか、１人なのか、２人なのか、３人なのか、その辺の立候補者がおられるかどうかの確認をまずはするべきじゃないかと、私は思います。（「異議なし」「賛成」と言う者あり）

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  私の説明不足かわかりませんけれども、今回の場合、投票するほうがよいか、あるいは指名推選するほうがよいか、両方の意見を求めたいと思います。大久保委員、どうぞ。

○委員（仮議席１９番　大久保　信一君）  １９番、大久保です。そうすると、議長のほうから説明がありましたけど、まずは選挙するのかどうかを決めるということですね。それで、選考委員を出してしても、どなたが立候補されるかどうかわかりませんので、決めてくれとなるわけですが、まずは選挙なのかどうかを確定をするということになる、２つの二者選択でするということでいいですか。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  そうする場合は、どちらかを決めていただきたいということですね。はい、小田委員どうぞ。

○委員（仮議席８番　小田　孝明君）  ８番、小田でございます。今、大久保委員さんのおっしゃったように、立候補される方がいるかいないか、この場でまずは名乗っていただいて、それがまず第一で、投票する投票しないは、誰も立候補するということがわからんうちに、投票しますか、あるいは選考しますかということではなくて、立候補する方がいらっしゃれば、その方たちが名乗っていただいて、そのほうが段階が進んでいくんじゃないでしょうか。１人ならば、誰も１人ならば、もういいわけですよ。１人の人をどうするかでいいわけですから。２人、３人、いらっしゃるかどうかわかりませんけど、とにかく名乗っていただいて、そして、これじゃあ、投票せんといけないというような形になれば投票にするという形、そういう形で進めていただければという具合に思います。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  はい、内田委員どうぞ。

○委員（仮議席１７番　内田　弘幸君）  １７番の内田です。議長が投票か推選かということである以上、それをどっちかということではっきりとしたほうがいいと思います。ああだこうだ言いよってもですよ、その議長からの提案があって、こっちですればいいことであって、議長が、何ていうか、推選というか、投票という形で出すか、その、指名というか、それをしてくれという提案である以上は、はっきりした方がいいと思います。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  いや、私は、皆さんのご意見を聞きたいわけですよ。

○委員（仮議席１７番　内田　弘幸君）  そしたら、その二者選択みたいな形をおっしゃらないほうが、私はいいんじゃないかと思います。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  それでは、立候補をされる方を、一応、はっきりしとくということになるわけですたいね。はい、大久保委員どうぞ。

○委員（仮議席１９番　大久保　信一君）  今、いろんな順序のことでこう話がありよるわけですけれども、今先ほど話が、説明があったように、小田委員も言われたように、私も言ったんですけど、まず立候補してから、それを選挙にするのか、どっちにするのか、決めることができるんですか。先ほど説明があったように、どっちをするかを先決めてからしなければならないのか。というのは、今、小田委員も言われたように、１人しかいなかった場合は、あくまでも推選でいいわけです。２人どうしても、２人以上の方がおられれば、私の考えとすれば選挙になるんだと思ってるわけです。そしたら、それがなければ、推選にするのか、選挙にするのか、なかなか判断ができないと思っておりますので、問題はそこで、今の法律の問題になりますけど、その辺で順序的にそれができるのかどうか、先に立候補をしていただいて、その後に推選なのか、選挙にするのかができるのかどうか確認をお願いします。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  はい、事務局どうぞ。

○事務局長（秋山　勝也君）  順番からいきますと、まず、その選挙にするのか、基本はもう選挙ですね、原則、選挙です。けども、規程の中には、異議がなければ推選で選任できるとなっておりますので、まずそこからがスタートになりますから、選挙にするのか、推選にするのか、どちらにするのかがまず１つ目の選択肢になるかと思います。

　仮に、選挙になったとして、１人しかその立候補なり推選がいない場合は、これはもうその人が１人ですので、皆さんにお諮りして１人しかいないということで会長にするのかどうか、その辺を決めていただくと。基本的には、もう１人しかいないということであれば、その方が会長ということになるのかなと思います。で、仮に２人となれば、それはもう、もちろん選挙ということになるわけですね。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  はい、馬場委員どうぞ。

○委員（仮議席１６番　馬場　　保君）  １６番の馬場ですけど、私の個人的な意見なんですが、選挙した場合ですよ、後々、そのしこりが残らないかということですたいね。その辺を、私は一番考えるわけですよ。今日新委員の方もいらっしゃるし、またこれがまとまって３年間一緒に頑張っていかなければならないと思いますので、その辺はなるべく避けて、推選の形で、何人おられようともですね、立候補者が。私は、個人的には、それがおさまりが一番いいのかな、ベターじゃないかなと思います。

　以上です。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  小田委員、どうぞ。

○委員（仮議席８番　小田　孝明君）  今、馬場委員さんのおっしゃったことはよく理解できます。そのとおりだと思います。しかし、これは、とにかく何人かいらっしゃるということをはっきりしてから、はっきりして、１人なのか、２人なのか、３人なのか、わからんわけですよ、まだ、正式には。だから、そのはっきり名乗っていくことで、ここで表明をされて、そして、その上で選挙にするのか、３人の方に話し合いをしてもらうのか。それで、３人の人が話をして、３人の方が、当事者が話をして、いや、おたくに任せますということで１人になれば、その３人の人が１人になればいいんですよ、１人で。しかし、そういうことでなければ、推選か選挙かということはまだできないんじゃないか、決められんとじゃないんでしょうかね。

　まず、それで、ここでこの臨時、総会ですけども、総会を中断してでも、とにかくこの協議会みたいな形で、２人、３人、４人、その立候補する方がいらっしゃれば、その方の挨拶を受けて、そしてどうするかという形を進めていただきたいと思います。

　この選挙は、議会人の選挙と一緒で、議会人は３０人おっても２９対１、１人でも推選に、１人でも異議をすれば投票なんですよ、投票せんといかんようになっとるんで、２９人がこの人がよかと言うて、賛成ていうても、１人の人が異議があれば投票なんです。投票で決めなきゃならんようになっとるんです。それと一緒なんですよ。この農業委員会のこの会長選挙も公職選挙法に基づいてやっとるんですよ。もちろん、皆さんが選ばれるときも公職選挙法で。島原では、会長選挙で逮捕されて新聞になったでしょう。そういう具合になるんですよ。だから、この公職選挙法にのっとってちゃんと進めるわけですから。その点をご理解、１人でも異議があるといえば投票になるんです。その点、進めていただきたいと思います。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  横田委員、どうぞ。

○委員（仮議席２１番　横田　晴喜君）  ２１番、横田です。今、いろんな意見がこう出ているわけでございますが、議長から提出された案は、選挙にするのか推選にするのかということでございますので、今の話をずっとしとったら水かけ論で終わってしまうような気がしますので、まず議長から提出された案件を決定をするべきじゃないかと思いますので、私はもう投票で決定をして前に進むべきじゃないかと思います。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  ここで暫時休憩をとります。

〔暫時休憩〕

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  再開いたします。

　指名推選にするか、あるいは投票する方がよいかということを、私が出しましたけども、各地区から順に、候補者のおるかどうか、私がお尋ねしますので。

　まず、いらっしゃるかいらっしゃらないかを発表してもらいます。国見地区。

○委員（仮議席２番　渡邉　茂徳君）  国見地区は立候補者はいません。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  はい。次に、瑞穂地区。

○委員（仮議席１３番　東　　康敬君）  瑞穂地区は４人の委員で協議の結果、誰もいませんので、報告をしたいと思います。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  次に、吾妻地区。

○委員（仮議席１４番　草野　　定君）  吾妻地区も委員さんたち全員で話し合いをした結果、残念ながら、立候補者はいません。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  次に、愛野地区。

○委員（仮議席２３番　大島　忠保君）  愛野地区から１人、よろしくお願いいたします。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  千々石ですね、千々石地区。

○委員（仮議席２４番　林田　政利君）  千々石町は立候補者はおりません。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  次に、小浜地区。

○委員（仮議席３１番　松永　　一君）  小浜地区からもおりません。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  次に、南串山地区。

○委員（仮議席３５番　井上　　茂君）  南串から１人、立候補します。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  はい、どうもありがとうございました。

　それでは、立候補される方の所信表明を聞いた上で投票に移るか、推選にするかということを提案いたします。それでよろしいでしょうか。（発言する者あり）東委員、どうぞ。

○委員（仮議席１３番　東　　康敬君）  １３番、東です。誰って言わんと、それは立候補者が２人出とらすという形の報告があった、誰と誰なのかというのをちゃんとここで言わんばわからんでしょう。どこの地区から誰と誰とを出しますという、それはわかっとるわけでしょう。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  当然、所信表明するとなれば、本人がすることですから。はい、大久保委員、どうぞ。

○委員（仮議席１９番　大久保　信一君）  １９番、大久保です。所信表明する前に、推選か選挙か、２人以上おられますので、おられるとなれば、その前に皆さんで推選なのか選挙なのか、まず決めていただいて、選挙となった場合に所信表明をしていただく形でどうでしょうか。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  はい。小田委員さん。

○委員（仮議席８番　小田　孝明君）  ８番、小田です。どうもわかりにくいんですけども、２人いらっしゃるということですから、２人の挨拶を聞いてですよ、そして、今度は推選するって、２人を推選することですか。（笑声）２人とも当選するんですか。今度は、その２人のうち、どっちか、何か多数決で決めるんですか。多数決で決められんとですよ、これは。投票で決めなくちゃ。だから、２人の方にここで所信を表明していただいて、そして皆さんで投票をすると。ちゃんと考え方を聞いてですよ、そして投票すると。２人、挨拶させた、２人とも推選します、どっちを推選しますかって、それはできないんです。だから、２人、挨拶していただければ投票という形、そういうことで進めていただきたいと思います。（発言する者あり）

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  ただいまのところ、２人の候補者がおられますので、再度、私のほうからお諮りしますけれども、投票にするのか、推選にするのか、どっちかを決めていただきたい。はい、大久保委員どうぞ。

○委員（仮議席１９番　大久保　信一君）  １９番、大久保です。先ほど２人の候補者がおられるということでありますので、これはもちろん推選では２人おられるのでできないと思っております。複数が出る場合には、私の考えでは、あくまでも選挙をしなければできないと思っております。私は、選挙をするべきだと思っております。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  はい、田浦委員どうぞ。

○委員（仮議席２６番　田浦　則利君）  ２６番、田浦です。今、立候補者が２名ということですので、次に、日程第５で副会長の選任とかありますよね。その２名で、こうちょっと２人、話し合いはできないのでしょうか。（「それは、できない」と言う者あり）

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  ただいま、いろいろご意見が出ましたけれども、投票というご発言がありましたので、会長は投票により選任することに決定いたします。（拍手）

　それでは、ここで候補者を募りたいと思います。自薦、他薦でもありませんか。自薦でもいい、他薦でもいいですよ。（「２人おっとやろ」と言う者あり）どうですか、候補者。

　ただいま、川内委員と松尾委員の２名ですね、２名が候補者として上がってまいりました。投票により選任することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  したがって、農業委員会会長は、この２名の委員を候補者として投票により選任することに決定しました。

　ここで、両名の、２名の候補者に所信表明をしていただきます。大体、時間は５分以内ぐらいでお願いします。

　では、所信表明の順番はいかがしましょうか。

○事務局長（秋山　勝也君）  ２人、前によろしいでしょうか。（所信表明の順番は、じゃんけんにより、川内委員、松尾委員の順に決定）

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  それでは、まず川内委員お願いします。
○委員（仮議席３４番　川内　幸徳君）  皆さん、こんにちは。

　まず、謝罪をしたいと思います。このたび、皆さんに混乱の渦をまいてしまってから、本当、皆さんに迷惑かけたことを心よりおわび申し上げます。どうしても、今回は西部が欲しいということで、西部地区の方が深刻になっていただきました。どうしてもこっちに、皆さんが欲しいんだということを強く感じましたので、それで、私が代表で立候補することになりました。私の売りといっても何もありませんけど、ただ、調査会長、農地部会長、農政部会長を経て、この１０年間やってきました。

　で、皆さんのことは、ある程度はもう今まで一緒にやってきたわけですから、ある程度のことはもう理解してるつもりでおりますけど、何せまだ若いですので、ただ年数だけ、若さだけじゃどうにもならないところもあるんですけど、私は、この農業委員会をまとめていく自信はあります。それはもう、気持ち、もうそれしか、私はないと思っております。ただ、残り、最後の３年間です。もう締めくくりの３年間として、誠心誠意、努めさせていただきたいなと思っております。どうかよろしくお願いします。（拍手）

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  ありがとうございました。次に、松尾委員お願いします。
○委員（仮議席２２番　松尾　茂敏君）  愛野出身の松尾です。もう、今まであったことはもう何も言いません。このたび、雲仙市農業委員会の会長に再度立候補いたしました。私は、旧愛野町時代から６年、合併してから１０年、その間約１６年間、農業委員の公平な農業委員会運営を自分では務めてきたと思っております。それに、今後、地域の農業や農地、そのほか建議書などの作成、これは、農業委員、皆さんと一緒に農業者年金とか農業新聞、耕作放棄地、これは全部、自分一人ではできませんので、皆さんの協力なしではどうすることもできないんです。どうか、皆さんの協力のほど、よろしく、またこの選挙もよろしくお願いいたします。どうもありがとうございます。（拍手）

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  どうもありがとうございました。

　以上で所信表明を終わります。

　ただいまから会場を閉鎖します。

〔議場閉鎖〕

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  投票の準備をお願いします。
　しばらく休憩をいたします。

〔暫時休憩〕

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  それでは、会議を再開いたします。

　ただいまの出席委員数は３５名でございます。

　次に、立会人の指名についてお諮りをいたします。

　立会人は、議長が指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  ご異議なしの発言がありましたので、これを認めます。したがって、立会人は議長が指名することに決定しました。

　立会人に、徳永委員、草野定委員、本田委員を指名いたします。

　投票用紙を配付をします。

〔投票用紙配付〕

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  はい、徳永委員、どうぞ。

○委員（仮議席１番　徳永　玉義君）  １番の徳永です。フルネームですか、それとも名字だけでもいいんですか。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  名字だけでも構わんと思いますけど、同姓がおった場合はですね。（笑声）勘違いしよった。（「名字だけでもいいですね」と言う者あり）はい、そうです。はい、馬場委員、どうぞ。

○委員（仮議席１６番　馬場　　保君）  １６番、馬場です。今から投票に入るわけですけど、どちらがなられても委員としてしこりを持たないようにお願いします。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  それは当然でございます。

　投票用紙の配付漏れはございませんか。ありませんね。

〔「なし」と言う者あり〕

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  配付漏れなしと認めます。

　投票箱の点検を行います。

〔投票箱点検〕

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  投票箱については異状なしと認めます。

　それでは、ただいまから投票を行います。

　あらかじめ申し上げます。投票は単記無記名でございます。

　お諮りをいたします。白票は無効にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  ご異議なしと認めます。したがって、白票は無効票とすることに決定しました。

　それでは、仮議席順に氏名を読み上げますので、順次、投票をお願いします。

〔事務局員点呼・委員投票〕

………………………………………………………………………………
　１番　　徳永　玉義委員　　　　　　２番　　渡邉　茂徳委員

　３番　　小筏　正治委員　　　　　　４番　　中川　實美委員

　５番　　三浦　憲二委員　　　　　　６番　　平野　利光委員

　７番　　吉田　良一委員　　　　　　８番　　小田　孝明委員

１０番　　鵜殿　徳康委員　　　　　１１番　　鶴﨑　　進委員

１２番　　水口　正好委員　　　　　１３番　　東　　康敬委員

１４番　　草野　　定委員　　　　　１５番　　熊辻　　篤委員

１６番　　馬場　　保委員　　　　　１７番　　内田　弘幸委員

１８番　　峯　　辰志委員　　　　　１９番　　大久保信一委員

２０番　　岩永　　篤委員　　　　　２１番　　横田　晴喜委員

２２番　　松尾　茂敏委員　　　　　２３番　　大島　忠保委員

２４番　　林田　政利委員　　　　　２５番　　池田　兼三委員

２６番　　田浦　則利委員　　　　　２７番　　林田　　剛委員

２８番　　林田　　勲委員　　　　　２９番　　本田　岩勝委員

３０番　　森﨑　茂德委員　　　　　３１番　　松永　　一委員

３２番　　宮本　俊治委員　　　　　３３番　　草野　英治委員

３４番　　川内　幸徳委員　　　　　３５番　　井上　　茂委員

３６番　　渡部　　篤委員　　　　　　　　　　　　　　　　　

………………………………………………………………………………
○臨時議長（鵜殿　徳康君）  投票漏れはないですか。

〔「なし」と言う者あり〕

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  投票漏れなしと認めます。

　投票箱を閉じます。

　これから開票をいたします。立会人の立ち会いをお願いいたします。

〔開票〕

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  それでは、投票の結果を発表します。

　結果を事務局に発表させます。

○事務局長（秋山　勝也君）  それでは、発表いたします。

　投票総数３５票、有効投票数３５票。

　川内委員２０票、松尾委員１５票でございます。

　以上です。

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  以上、報告のとおりでございます。

　したがって、川内幸徳委員が雲仙市農業委員会会長に当選されました。

　なお、会長は長崎県農業会議の会議員となります。

　会場の閉鎖を解きます。

〔議場開鎖〕

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  それではここで、ただいま会長に当選されました川内委員に当選の承諾とご挨拶をお願いします。

○委員（仮議席３４番　川内　幸徳君）  皆さん、私に入れていただき、本当、ありがとうございました。非常に、さっきも言ったとおり、年齢が若いので、皆さんにはいろいろと、何ていいますか、迷惑かけるところがあったと思いますけど、とにかく精いっぱい、一生懸命務めさせていただきます。この締めくくりの３年間として、ああ、川内を選んでよかったと言えるような、そういう農業委員会をつくっていきたいと思います。どうかよろしくお願いします。（拍手）

○臨時議長（鵜殿　徳康君）  ありがとうございました。

　ここで、一言お礼を申し上げます。

　皆様のご協力により、無事、議長の職を終えることができました。心からお礼を申し上げます。

　会長と議長を交代いたします。本当にありがとうございました。（拍手）

〔臨時議長退席、議長着席〕

○議長（川内　幸徳君）  改めまして、よろしくお願いいたします。雲仙市農業委員会会議規程第５条に、会長は総会の議長となるよう規定されております。

　会議を再開いたします。座らせて進行させていただきます。

　議事進行上、発言される場合は挙手をして、議長が指名をしてからマイクを通して発言されますようよろしくお願いします。

　また、携帯は、電話の音が聞こえないようよろしくお願いします。

　次に、日程第５、副会長の選任を行います。

　ここで、互選の方法について、事務局へ説明を求めます。

○事務局長（秋山　勝也君）  それでは、座ったままで失礼します。

　これにつきましては、副会長の互選につきましても、投票か、または出席した委員の中に異議がないときは指名推選の方法により行うことができると規定されておりますので、先ほどの会長選任と同様に、４つの方法があると考えています。

　以上です。

○議長（川内　幸徳君）  ここでお諮りをいたします。

　副会長の選任方法について、まず投票する方がよいか、指名推選とするほうがいいか、ご発言をお願いいたします。はい、松永委員。

○委員（仮議席３１番　松永　　一君）  ３１番、松永です。これは、推選等がいいと思います、今度は。で、西部で会長さんが出ましたんで、東部さんと中部さんのほうで話し合ってもらって、どちらかが副会長さんば選んでもらえば西部のほうは何も異議ございません。お願いします。

○議長（川内　幸徳君）  はい、平野委員。

○委員（仮議席６番　平野　利光君）  ６番、平野です。私といたしましては、前回、農業委員会農地部会長の小筏さんを推選したいと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（川内　幸徳君）  一応、指名推選かどうか、まず推選かどうかを決めたいと思います。（笑声）指名推選のほうでよろしいですか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳君）  済いません。お諮りします。指名の方法については、各町から１名の選考委員を選出して選考し指名したいと思いますが、これに異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳君）  異議なしと認めます。それでは、各町から１名の選考委員の選出をお願いいたします。はい。小田委員さん、どうぞ。

○委員（仮議席８番　小田　孝明君）  ８番、小田です。先ほど松永委員さんがおっしゃいましたけれども、また副会長を西部ということになるといけないから、東部と中部で話をして、そしてそこで副会長をということがございました。ですから、その意向を踏まえた上で、そこのところは十分意を、西部の意をくんでいただいて、そして、やっぱり会長さんと副会長さんは気が合わんとつまらんです。けんかばっかりしよっちゃ困ります。だから、そこんところをやっぱり会長さんの気持ちもあるやろうし、しかし、それだけでいけない。やっぱりそういうことを含むと、東部の中で選んでいただくというような形、そういうことでお願いしたいと思います。７町から選考委員が出らすことはそれで結構と思いますけど。

○議長（川内　幸徳君）  今、小田委員さんのほうから中部と東部で副会長さんを選んだらどうだろうかということがありましたけど、それでよろしいですか。馬場委員さん、どうぞ。

○委員（仮議席１６番　馬場　　保君）  １６番、馬場ですけど、松永さんと、今の小田さんの意見も踏まえて、最初の７町から代表を選んで、そこで選考委員として立っていただいて、諮っていただくという形でいいんじゃないですか。（「賛成」と言う者あり）

○議長（川内　幸徳君）  はい、わかりました。それでは、選考委員さんのほうを選んでいただいて、副会長さんのほうを指名していただきたいなと思います。

　それでは、ここでしばらく休憩をいたします。

〔暫時休憩〕

○議長（川内　幸徳君）  それでは、会議を再開いたします。

　事務局より、選考委員の報告をお願いします。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  事務局より、選考委員の名前を発表いたします。

　国見町、渡邉委員、瑞穂町、東委員、吾妻町、草野委員、愛野町、大島委員、千々石町、林田政利委員、小浜町、松永委員、南串山町、井上委員。

　以上です。

○議長（川内　幸徳君）  はい、ありがとうございました。

　それでは、選考委員は隣の部屋で選考をお願いいたします。

　しばらく休憩をいたします。

〔暫時休憩〕

○議長（川内　幸徳君）  会議を再開します。

　それでは、選考結果の報告をお願いします。

○委員（仮議席３１番　松永　　一君）  選考の結果を報告します。

　雲仙市農業委員会副会長に小筏正治委員を指名推選することに決定しました。

　報告を終わります。

○議長（川内　幸徳君）  ただいまの報告のとおり、雲仙市農業委員会副会長に小筏委員を当選人とすることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳君）  ご異議なしと認めます。したがって、雲仙市農業委員会副会長に、小筏委員を当選人とすることに決定しました。

　ここで、ただいま副会長に当選されました小筏委員に当選の承諾と挨拶をお願いいたします。

○委員（仮議席３番　小筏　正治君）  改めまして、こんにちは。長時間に渡ってお疲れかと思いますが、先ほど副会長ということで選任してもらったわけなんですけど、私はまだここで所信表明するわけじゃないんですけど、一応、副会長になりましたと、よろしくお願いしますという挨拶をさせてもらいます。

　私は、国見町の神代というところに住所があるわけでございまして、国見町で約１年間、農業委員をさせていただき、合併してから９年ですか、当初から９年ほどやってまいりまして、その中で前の３年間は農地部会長として、そのときから、皆さん、本当に、お世話になり、助けていただきました。

　今度、川内委員が会長ということになりまして、私もできる限り会長を支えて、雲仙市農業委員会のため、そしてまた、農業をされる皆さんのために一生懸命頑張っていきたいと思っておりますので、どうかひとつよろしくお願いいたします。（拍手）

○議長（川内　幸徳君）  ありがとうございました。

　次に、日程第６、総会の議席指定を行います。

　雲仙市農業委員会会議規程第６条第１項に「委員の議席は、選挙後最初の総会においてくじで定める。」と規定されております。

　お諮りします。会長並びに副会長の議席については、慣例により、あらかじめ会長を３６番議席、副会長を３５番議席に指定したいと思いますが、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳君）  ご異議なしと認めます。したがって、会長を３６番議席、副会長を３５番議席とすることに決定しました。

　お諮りします。会長並びに副会長を除く委員のくじを引く順序については、議長が定めたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳君）  ご異議なしと認めます。したがって、くじを引く順序は現在の仮議席の順序に決定します。

　それでは、事務局に名前を読み上げさせますので、順次くじを引いていただきたいと思います。

〔くじ引き〕

○議長（川内　幸徳君）  それでは、事務局からくじの結果を発表させます。

○主査（福田　智美君）  仮議席順に読み上げます。
　徳永玉義委員、２２番。渡邉茂徳委員、３３番。小筏正治委員、３５番。中川實美委員、６番。三浦憲二委員、２番。平野利光委員、１５番。吉田良一委員、１４番。小田孝明委員、１１番。渡辺勝美委員、７番。鵜殿徳康委員、３２番。鶴﨑進委員、２１番。水口正好委員、１番。東康敬委員、１９番。草野定委員、２４番。熊辻篤委員、２９番。馬場保委員、３４番。内田弘幸委員、１８番。峯辰志委員、２５番。大久保信一委員、２７番。岩永篤委員、２０番。横田晴喜委員、１０番。松尾茂敏委員、３１番。大島忠保委員、３番。林田政利委員、２６番。池田兼三委員、２３番。田浦則利委員、２８番。林田剛委員、９番。林田勲委員、３０番。本田岩勝委員、８番。森﨑茂德委員、１６番。松永一委員、５番。宮本俊治委員、１２番。草野英治委員、１７番。川内幸徳委員、３６番。井上茂委員、１３番。渡部篤委員、４番。以上です。

………………………………………………………………………………
　１番　　水口　正好委員　　　　　　２番　　三浦　憲二委員

　３番　　大島　忠保委員　　　　　　４番　　渡部　　篤委員

　５番　　松永　　一委員　　　　　　６番　　中川　實美委員

　７番　　渡辺　勝美委員　　　　　　８番　　本田　岩勝委員

　９番　　林田　　剛委員　　　　　１０番　　横田　晴喜委員

１１番　　小田　孝明委員　　　　　１２番　　宮本　俊治委員

１３番　　井上　　茂委員　　　　　１４番　　吉田　良一委員

１５番　　平野　利光委員　　　　　１６番　　森﨑　茂德委員

１７番　　草野　英治委員　　　　　１８番　　内田　弘幸委員

１９番　　東　　康敬委員　　　　　２０番　　岩永　　篤委員

２１番　　鶴﨑　　進委員　　　　　２２番　　徳永　玉義委員

２３番　　池田　兼三委員　　　　　２４番　　草野　　定委員

２５番　　峯　　辰志委員　　　　　２６番　　林田　政利委員

２７番　　大久保信一委員　　　　　２８番　　田浦　則利委員

２９番　　熊辻　　篤委員　　　　　３０番　　林田　　勲委員

３１番　　松尾　茂敏委員　　　　　３２番　　鵜殿　徳康委員

３３番　　渡邉　茂徳委員　　　　　３４番　　馬場　　保委員

３５番　　小筏　正治委員　　　　　３６番　　川内　幸徳委員

………………………………………………………………………………
○議長（川内　幸徳君）  議席については、以上のとおり決定しました。

　今任期の３年間は、この議席でお願いをいたします。

　それでは、席の移動をお願いします。名札も一緒に。

　それでは、しばらく休憩をいたします。

〔暫時休憩〕

○議長（川内　幸徳君）  それでは、会議を再開いたします。

　日程第７、農地部会及び農政部会委員の選任を行います。

　雲仙市農業委員会委員互選規程第２条に「部会委員の互選は、選挙による委員、農業団体推薦による委員、議会推薦による委員のそれぞれの会議において行う。」と規定されております。

　同じく第５条には、「互選会は互選資格者の３分の２以上の者の出席により成立する。」と規定されており、本日の出席委員は、選挙による出席委員３０名、農業団体推薦による出席委員３名、議会推薦による出席委員２名。よって、各互選会はそれぞれ成立しております。

　なお、同じく第６条に「会長は、互選ごとに承認を得て、互選に関する事務を管理させるため、互選管理人１人を定めなければならない。」と規定されております。

　お諮りします。選挙による委員の互選管理人に増冨浩彦君、農業団体推薦による委員の互選管理人に福田智美君、議会推薦による委員の互選管理人に松田陽子君、以上３名の事務局職員を指名することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳君）  ご異議なしと認めます。したがって、３名を各互選管理人とすることに決定しました。

　ここで、事務局へ互選会ごとに人数調整や地区のバランス等について説明を求めます。

○参事（清水　友秀君）  それでは、各互選会に入る前に説明をいたします。

　今、配付しました資料をごらんください。

　互選されるべき委員の数ですが、先日、総会開催通知と一緒にお配りをしておりました資料にも書いておりましたとおり、農地部会に選挙委員が１５名、農業団体推薦が１名、議会推薦が２名の合計１８名、農政部会に選挙委員が１５名、農業団体推薦が２名、議会推薦が、定数は２名ですが、実質１名の１８名となっております。

　前回、３年前の例では、農地部会において地区別のバランスを考慮して、国見・瑞穂の東部地区、吾妻・愛野の中部地区、千々石・小浜・南串山の西部地区でそれぞれ６名ずつ、合計１８名を選出されております。

　個別に申しますと、国見で４、瑞穂で２、吾妻で４、愛野で２、千々石で２、小浜で２、南串山２で１８名になります。

　農地部会は許認可に直接関係しますので、事務局としては、地元委員がバランスよく入っていたほうがよいと考えております。それ以外の方が農政部会となりますが、その場合でも、２つの部会のバランスを見ても、愛野町を除き、おおむね半分ずつになっております。この方法でいきますと、お手元の資料のとおりの振り分けになりますが、皆さんで協議していただけたらと思います。

　また、各互選会の順番としましては、各互選会を一斉にではなく、選挙委員の互選会か選任委員の互選会のどちらかを先に決めて、その結果を受けて、一方の互選会を進めたほうがよいかと思います。

　以上です。

○議長（川内　幸徳君）  各部会の地区ごとの人数等については、ただいまの説明のとおりです。これについて、皆さんの意見を求めます。はい、小田委員、どうぞ。

○委員（１１番　小田　孝明君）  １１番、小田です。これを見ますと、私はちょっとお聞きしたいと思います。各町が農地部会と農政部会にちゃんと分かれておりますよね。なぜ、愛野が２名で農政部会ゼロですか、これは。２人を１対１、１人と１人とせんといかんですよ、これは。そういうことで、どこの町もちゃんと振り分けておるんですよ。これは、愛野が２名で、農業者が少ない、農地が狭いという形で２名選ばれて２名とも農地部会という形で、それはわかるけども、２名はやっぱり１名と１名に振り分けるべきですよ。農政部会を軽視することになるんですよ。常識的に考えて１人と１人ですよ。そういう具合にお願いしたいと思います。

○議長（川内　幸徳君）  はい、事務局どうぞ。

○事務局長（秋山　勝也君）  それでは、事務局からちょっと補足の説明をさせていただきます。

　先ほど清水からも説明がありましたように、あくまでもこの分け方というのは、前回、３年前、今までの割り振りに基づいた分け方でございますので、これでいいのかどうかのご意見を今からいただいた上で配分をするということで理解していただければと思います。

　ですから、頭からこうしてくれということで、強制的に、そういう、したわけじゃありませんので、これをもとに皆さんで協議をしていただいて、配分をお願いしたいと思います。

　以上です。

○議長（川内　幸徳君）  今、小田委員さんのほうから、そういう、各地区は半分にしたほうがいいんじゃないかと、ご意見がありましたけど、他にありませんか。（発言する者あり）これじゃなくして、各町半分ずつということですか。はい、松尾委員、どうぞ。

○委員（３１番　松尾　茂敏君）  ３１番、松尾です。もし、大島委員が部会長になったらどうするんですか。その意見を聞きたいと思います。

○議長（川内　幸徳君）  もう一度、済いません。

○委員（３１番　松尾　茂敏君）  大島委員が農地部会長になったら、後はどうするんですか。

○議長（川内　幸徳君）  はい。小田委員。

○委員（１１番　小田　孝明君）  どうする、こうするって、それは後のことですよ。この振り分けを、２人を、一方はゼロ、一方は２人としとるから、これを１対１と１人１人して、ちゃんと、部会長だろうが副部会長だろうが、それはそれの問題、私は、各町、折半なり何なりという形でやっとるわけですから、それを２人出て２人とも農地部会、おかしいでしょうが。ちゃんと良識的に考えて１名と１名。そういうことで進んでもらいたい。何か、なりたくなかとか、農政部会に。（発言する者あり）

○議長（川内　幸徳君）  岩永委員、どうぞ。

○委員（２０番　岩永　　篤君）  ２０番、岩永ですけど、私は、初めて来まして、余りようわからんとですけども、この、さっき、局長から説明がありました、前回を参考にしてさしてもらっているというようなことだと思いますけれども、前回、これ、２対０という、そういういきさつというのはどういうことやったんですか。

○議長（川内　幸徳君）  あの、松尾委員、この前の。あれは、愛野は、２人しかいないから、どうしても農地部会にということ……。（「いや、よかです。よかです。」と言う者あり）

　よかですか。

○委員（３１番　松尾　茂敏君）  もう、分けてよかです。

○議長（川内　幸徳君）  大久保委員。

○委員（２７番　大久保　信一君）  ２７番、大久保です。先ほど局長からも説明があったわけですけれども、あくまでも前回を参考にということですので、今回どうするか、その辺も踏まえてですよ、選任は選任のほうでどう振り分けするのか、協議をして、十分意見を聞いてです。それに今、小田委員からあったように、全てが農地部会というのがおかしいとかがあれば、これは協議なんかでせなきゃいけんじゃろうと思います。その辺も全部の委員から聞いて進めて下さい。

○議長（川内　幸徳君）  はい、わかりました。

　多分、農地部会は６名ずつこう、東部、中部、西部で６名ずつなってますよね、この量からいったらですね。まずは、これでいいんですかね。森﨑委員、どうぞ。

○委員（１６番　森﨑　茂德君）  １６番、森﨑です。それでいいと思いますけどね。

○議長（川内　幸徳君）  はい。大久保委員。

○委員（２７番　大久保　信一君）  今、そういうことでありますので、それを各西部、中部、東部の中で、公選は公選の中で話し合っていただいて、決めていただいたらどうですか。

○議長（川内　幸徳君）  ほかにありませんか。すいません、農地部会は、東部で６名、中部で６名、西部で６名ですね。これはよろしいですか。

　そしたら、先ほどから、小田委員さんのほうから愛野が２名ということで、この協議が出てますけど、小田委員さんから異議がありましたけど、どうですか、皆さん。はい。森﨑委員。

○委員（１６番　森﨑　茂德君）  これは、地域ごとにこう判断していただければと思うんですけど、３地区で。それでもう頭数もわかってるもんですから、これは地域地域で話し合いをしていただければいいんじゃないかなと思うんですけど、いかがでしょうか。

○議長（川内　幸徳君）  そしたら、地域ごとでということですね。

○委員（１６番　森﨑　茂德君）  はい。両部会に配属をですね、そのほうが、私はすんなりいくんじゃないかなと思いますけど、いかがでしょう。

○議長（川内　幸徳君）  小田委員さんはどうですか。

○委員（１１番　小田　孝明君）  いや、私が言いたいのは、どこでも振り分けをしてると、農政部会、農地部会があるわけですから、１名ならどっちかが１で、一方がゼロという話です。３名ならば２名と１名になるでしょう。２名ならば１名と１名と、これが常識でしょう。どちらにも農業委員として公選で選ばれたわけですから、愛野町の皆さんの農業者の代表として、どちらにもかかわっていることが常識的になるんじゃないですか。これを、この中の、東部、中部と、この数字はともかくとして、愛野のほうは１名と１名になる、そして全体一つで１８名になるような形にやっぱりすべきだと思う。そうせんと、２名おって片っぽばっかずうっとでしょう。ずうっとこうなっとるの、あんた、おかしいでしょう。農政部会にちょっと愛野からも出らっさんと。それが正常じゃないでしょう。それは、農業委員会のこの中で全体としてやっぱり考えていくべきじゃなかですか。だから、この数字を、農政部会、農地部会の１８名になることについては、そこの中で検討していただければいいわけですから。原則として、愛野は１名１名という形でお願いしたい。そうじゃなければ、地域の代表としては意味がないでしょう。

○議長（川内　幸徳君）  はい。松尾委員、どうぞ。

○委員（３１番　松尾　茂敏君）  中部で調整をしたいと思いますので、よろしくお願いします。

○議長（川内　幸徳君）  はい、わかりました。小田委員さん、よろしいですか。

○委員（１１番　小田　孝明君）  はい。（発言する者あり）

○議長（川内　幸徳君）  松尾委員さん、ちょっと調整するということは、１、１ということですか。はい、大久保委員どうぞ。

○委員（２７番　大久保　信一君）  今、東部、中部、西部でこう振り分けがあったわけですね。そこの中で、今、小田委員からあったことを考慮して中部のほうで話し合いをして、そういうこと、なるだけそういうことにならないような形で協議していけばいいじゃないですか。

○議長（川内　幸徳君）  わかりました。そしたら、人数につきましては、各地区で協議をしていただきたいなと思っております。それでよろしいですか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳君）  そしたら、異議なしと認めて、各地区で協議をしていただきたいなと思っております。どうかよろしくお願いします。

　互選会の順番については、議長が定めたいと思いますが、ご異議はありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳君）  ご異議なしと認めます。したがって、互選会の順番は、農業団体推薦委員と議会推薦委員を先に行い、その後に選挙委員という順番に決定します。

　それでは、選挙による委員の互選会はこの部屋で、農業団体推薦による委員の互選会は研修室２で、議会推薦による委員の互選会は研修室３で行います。部屋の移動をお願いいたします。

　この後の会議は、先ほど選出した３名の互選管理人が進行いたします。

　しばらく休憩します。

〔暫時休憩〕

○議長（川内　幸徳君）  会議を再開いたします。

　各互選会の結果について、互選管理人より報告をお願いいたします。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  選挙委員の互選結果について報告いたします。

　国見地区より発表いたします。

　農地部会委員から発表いたします。

　渡邉茂徳委員、平野利光委員、吉田良一委員、瑞穂地区から鵜殿徳康委員、水口正好委員、吾妻地区から草野定委員、馬場保委員、内田弘幸委員、愛野地区から大島忠保委員、千々石地区から林田政利委員、同じく林田剛委員、小浜地区から本田岩勝委員、森﨑茂德委員、南串山地区から川内幸徳委員と渡部篤委員です。

　農政部会委員を国見地区のほうから読み上げます。

　国見地区、徳永玉義委員、小筏正治委員、中川實美委員、三浦憲二委員、瑞穂地区、鶴﨑進委員、東康敬委員、吾妻地区、熊辻篤委員、峯辰志委員、愛野地区、松尾茂敏委員、千々石地区、池田兼三委員、田浦則利委員、小浜地区から松永一委員、宮本俊治委員、草野英治委員、南串山から井上茂委員であります。

　以上です。

○主査（福田　智美君）  農業団体推薦委員の互選結果について報告します。

　農地部会委員に横田晴喜委員、農政部会委員に岩永篤委員と林田勲委員です。

　以上です。

○主査（松田　陽子君）  議会推薦委員の互選結果について報告します。

　農地部会委員に小田孝明委員と大久保信一委員、農政部会委員に渡辺勝美委員です。

　以上です。

○議長（川内　幸徳君）  お諮りします。

　ただいま報告がありました各委員を農地部会委員及び農政部会委員の当選人とすることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳君）  ご異議なしと認めます。したがって、ただいま報告がありました各委員を農地部会委員及び農政部会委員の当選人とすることに決定しました。

　ここで、各委員につきましては、雲仙市農業委員会委員互選規程第１３条により、各部会委員となることについて承諾する旨の承諾書に記名、捺印をお願いいたします。承諾書を配付します。

　それでは、ここでしばらく休憩をいたします。時間も大分過ぎてますので、休憩を５分ぐらいにしたいと思います。済いませんけど、よろしくお願いします。

午後４時25分休憩

………………………………………………………………………………
午後４時30分再開

○議長（川内　幸徳君）  会議を再開します。

　これより議事に入ります。

　日程第８、会議録署名委員の指名についてを議題とします。

　会議録署名委員は、雲仙市農業委員会会議規程第１２条第２項の規定により、１番、水口正好委員、２番、三浦憲二委員を指名します。

　次に、日程第９、議案第５号雲仙市農業委員会農地部会長の選任についてから、日程第１２、議案第８号雲仙市農業委員会農政部会副部会長の選任についてまでの４件を一括議題とします。

　事務局の説明をお願いします。

○参事（清水　友秀君）  それでは、説明します。

　議案第５号雲仙市農業委員会農地部会長の選任について、農業委員会等に関する法律第１９条第７項の規定により、農地部会長を選任する。

　平成２７年８月５日提出、雲仙市農業委員会会長川内幸徳。

　議案第６号雲仙市農業委員会農政部会長の選任について、農業委員会等に関する法律第１９条第７項の規定により、農政部会長を選任する。

　平成２７年８月５日提出、雲仙市農業委員会会長川内幸徳。

　議案第７号雲仙市農業委員会農地部会副部会長の選任について、農業委員会等に関する法律第１９条第８項の規定により、農地部会副部会長を選任する。

　平成２７年８月５日提出、雲仙市農業委員会会長川内幸徳。

　議案第８号雲仙市農業委員会農政部会副部会長の選任について、農業委員会等に関する法律第１９条第８項の規定により、農政部会副部会長を選任する。

　平成２７年８月５日提出、雲仙市農業委員会会長川内幸徳。

　以上です。

○議長（川内　幸徳君）  ここでお諮りをいたします。

　日程第９、議案第５号雲仙市農業委員会農地部会長の選任について、日程第１１、議案第７号雲仙市農業委員会農地部会副部会長の選任について並びに日程第１０、議案第６号雲仙市農業委員会農政部会長の選任について、日程第１２、議案第８号雲仙市農業委員会農政部会副部会長の選任については、それぞれ関連がありますので、議案第５号、議案第７号を一括して農地部会員で、議案第６号、議案第８号を一括して農政部会員で同時に選考し、指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳君）  ご異議なしと認めます。したがって、議案第５号、議案第７号を一括して農地部会委員で、議案第６号、議案第８号を一括して農政部会委員において同時に選考し、指名することに決定しました。

　それでは、部会別に選考をお願いいたします。

　農地部会はこの部屋で、農政部会は隣の部屋で行いますので、農政部会の方は移動をお願いします。

　しばらく休憩をいたします。

〔暫時休憩〕

○議長（川内　幸徳君）  会議を再開します。

　日程第９、議案第５号雲仙市農業委員会農地部会長の選考結果の報告をお願いします。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  選考結果を報告いたします。

　雲仙市農業委員会農地部会長に、吾妻地区の馬場保委員を指名推選することに決定しました。

　報告を終わります。

○議長（川内　幸徳君）  ただいまの報告のとおり、農地部会長に馬場委員を当選人とすることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳君）  ご異議なしと認めます。したがって、議案第５号雲仙市農業委員会農地部会長に、馬場委員を当選人とすることに決定しました。

　ここで、当選されました馬場委員に承諾及び挨拶をお願いいたします。

○委員（３４番　馬場　　保君）  吾妻町出身の馬場でございます。まだ２期目ということで、私も大分、身を引きたかったんですけど、全体のバランスという、市ということで考えましたら、出ざるを得んような気持ちになりまして、自から立候補して出ることとなりました。まだまだ未熟ですけど、皆さん方と一緒にご指導いただきながら頑張っていきたいと思います。どうか３年間よろしくお願いします。（拍手）

○議長（川内　幸徳君）  ありがとうございました。

　次に、日程第１０、議案第６号雲仙市農業委員会農政部会長の選考結果の報告をお願いします。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  選考結果を報告いたします。

　雲仙市農業委員会農政部会長に瑞穂地区の東委員を指名推選することに決定いたしました。

　報告を終わります。

○議長（川内　幸徳君）  ただいまの報告のとおり、農政部会長に東委員を当選人とすることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳君）  ご異議なしと認めます。したがって、議案第６号雲仙市農業委員会農政部会長に、東委員を当選人とすることに決定しました。

　ここで、当選されました東委員に承諾及び挨拶をお願いします。

○委員（１９番　東　　康敬君）  改めまして、こんにちは。ただいま紹介をされました瑞穂からの選出の東でございます。

　今、農政部会長ということでご指名を受けて、私も雲仙市になってずっと農政部会のところを走っていく中で、農政部会委員という形で集まったときに、もう何人かしか農政部会をした人がないということで、白羽の矢じゃないけど、ちょっと矢が刺さって、農政部会長という大役を仰せつかったわけでございます。

　非常にこう農政とすれば、また農地とすれば派手さはありませんけれども、農政の中で一生懸命頑張りながら、農政を利用しながら、農業振興に発展をするように努めていきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いしたいと思います。（拍手）

○議長（川内　幸徳君）  ありがとうございました。

　次に、日程第１１、議案第７号雲仙市農業委員会農地部会副部会長の選考結果の報告をお願いします。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  選考結果を報告いたします。

　雲仙市農業委員会農地部会副部会長に、国見地区、渡邉茂徳委員、愛野地区、大島委員、小浜地区、本田委員の３名を指名推選することに決定いたしました。

　報告を終わります。

○議長（川内　幸徳君）  ただいまの報告のとおり、農地部会副部会長に３名の委員を当選人とすることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳君）  ご異議なしと認めます。したがって、議案第７号、雲仙市農業委員会農地部会副部会長に、渡邉委員、大島委員、本田委員の３名を当選人とすることに決定しました。当選されました３名の委員に承諾及び挨拶をお願いいたします。代表でお願いします。前のほうに、３名の方。

○委員（３３番　渡邉　茂徳君）  今度農地部会の副部会長になりました渡邉です。２期目ですけど、まだ勉強中でございます。どうぞよろしくお願いいたします。（拍手）

○議長（川内　幸徳君）  ありがとうございました。

　次に、日程第１２、議案第８号雲仙市農業委員会農政部会副部会長の選考結果の報告をお願いします。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  選考結果を報告いたします。

　雲仙市農業委員会農政部会副部会長に、国見地区、中川委員、吾妻地区、峯委員、小浜地区、松永委員の３名を指名推選することに決定いたしました。

　報告を終わります。

○議長（川内　幸徳君）  ただいまの報告のとおり、農政部会副部会長に３名の委員を当選人とすることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳君）  ご異議なしと認めます。したがって、議案第８号雲仙市農業委員会農政部会副部会長に、中川委員、峯委員、松永委員、３名を当選人とすることに決定しました。

　当選されました３名の委員に承諾及び挨拶をお願いいたします。これも代表でお願いします。

○委員（５番　松永　　一君）  この３名で頑張っていきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。（拍手）

○議長（川内　幸徳君）  ありがとうございました。

　次に、日程第１３、議案第９号雲仙市農業委員会の重点活動及び会議日程についてを議題といたします。

　事務局、説明をお願いします。

○参事（清水　友秀君）  議案書の５ページをお願いいたします。

　議案第９号雲仙市農業委員会の重点活動及び会議日程について、雲仙市農業委員会の重点活動及び会議日程について承認を求める。

　平成２７年８月５日提出、雲仙市農業委員会会長川内幸徳。

　次のページをお願いいたします。

　平成２７年度雲仙市農業委員会重点活動。

　１、耕作放棄地解消作物の導入等について、調査研究を進め、耕作放棄地の解消を目指す。

　２、認定農業者等の確保と育成、農地中間管理機構への積極的な協力に努め、農地の利用集積を進める。

　３、農業者年金制度の趣旨を理解し、女性農業者、後継者など家族加入を進め、加入目標を達成するよう進める。

　４、新制度や農政の動きをより早く理解するため、全国農業新聞、全国農業図書を普及強化する。

　５、毎月の活動は必ず翌月に点検し、重点活動の取り組み目標を実現する。

　７ページのほうに、１年間の会議日程表をつけております。

　この２項目につきましては、実は、今年度の第２回総会、３月に開催しておりますけども、そのときの第２回総会で承認をされたものでございますが、会議の日程の変更等もございましたので、委員さんもかわられましたので、改めて承認を求めるものでございます。

　以上です。

○議長（川内　幸徳君）  はい、ありがとうございました。

　ただいまの説明について、何か質疑はありませんか。はい、森﨑委員。

○委員（１６番　森﨑　茂德君）  １６番、森﨑です。平成２８年１月２９日の総会は要らないんじゃないんですか。今度選挙人名簿は要らないはずです。

○議長（川内　幸徳君）  事務局、どうぞ。

○参事（清水　友秀君）  まだ、今、法律が改正されておりませんので、あえてまだ載せております。

　今の時点でまだあるかもしれないということで、済いません。そのようになる見込みではありますけども。

○委員（１６番　森﨑　茂德君）  わかりました。

○議長（川内　幸徳君）  森﨑委員、よろしいですか。はい、東委員。

○委員（１９番　東　　康敬君）  １９番、東ですけど、今、事務局より説明があった日程表ですね、これは前回とちょっと変わってますからという説明の中で、どことどこが変わっとるのか、ちょっと説明をお願いをしたいと思います。

○議長（川内　幸徳君）  はい、事務局、どうぞ。

○参事（清水　友秀君）  未来に向かっては、８月７日、あさってですけども、農地部会のとこです、８月の欄の農地部会、これが、当初８月５日、今日に予定をしておりました、３月の年間予定ではですね。そこがあさってになったという点。あとは、下のほうに行きまして、総会のところの第３回に今日の日付を入れております。それ以外の未来に向かっての予定は変わっておりません。過去にちょっと変わった分はありますけれども。

　以上でございます。

○議長（川内　幸徳君）  ほかにございませんか。ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳君）  ご質疑がないようですので、ただいまの説明のとおり、議案第９号を承認することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳君）  ご異議なしと認めます。したがって、議案第９号雲仙市農業委員会の重点活動及び会議日程について、承認することに決定しました。

　お諮りします。本総会における議決事件について、その条項、字句、数字、その他整理を要するものについては、その整理を議長に委任されたいと思いますが、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳君）  ご異議なしと認めます。したがって、これらの整理を要するものについて、議長に委任することに決定しました。

　皆さんのご協力により、本日お願いいたしました議事は全て終了いたしました。

　以上をもちまして、平成２７年第３回雲仙市農業委員会総会を閉会いたします。どうもありがとうございました。

午後４時59分閉会

──────────────────────────────
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